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　ここは、憩いの広場、切り株に座る女性はなんとも美しい。太陽に輝くオレンジ色のロングヘアー。透き通るような白い肌。見るものを魅了するスカイブルーの瞳。
村の人々は、神秘的なオーラを纏う彼女をナチュラルローアと呼ぶ。彼女の名前はケイ（恵）。憩いの広場で、笛を吹いていた。彼女の周りを、たくさんの動物たちが囲み、演奏を聞いていた。すると、動物たちが素早く茂みに隠れる。人の気配を感じたのだ。
「ねぇーちゃん、そろそろ帰ってきなよぉー、日も暮れるよぉー」
うぶ毛のように薄い髪の毛。尖った口の持ち主。彼は、コマシ（駒詩）。ケイの弟だが、血の繋がりがない。右足は義足だった。
「コマシごめんなさい。夢中で吹いていたわ」
「もうこれで何回目だよ」
ぶつぶつ小言が続く。
二人は、村に帰った。

　ケイの住む村は、森と共に暮らす小さな村だ。争いごともなく平和に暮らしている。
「ケイお帰り」
村の雑貨屋の男、ヤス（康）と出会った。中肉中背で、普通の顔だが性格の優しい男だ。
「ヤスただいま」
「相談があるんだが」
「どうしたの？」
「少し問題があってさ」
「ええ」
「村のノブ（信）村長が、お腹が痛くて床に伏せているんだ」
「変ですねヤスさん。昼まで、ノブ村長は元気に見えましたが」
「それが、コマシ君が出掛けた後ぐらいから急に痛みだしたんだ」
「まあ、大変じゃない」
「明日にでも、森の薬草をノブ村長に届けてあげてくれないかな。あいにくうちの雑貨屋で切らしてて。ケイお願いだよ」
「私に任せて、明日の朝取りに行くわ」
「ヤスさん、お礼はしっかりいただきますよ」
「もちろんさ」
「こら！コマシ」
「ねぇちゃんおっかねえよ」
「本当は、男の僕が行くべきなんだけど」
「いいのよ、ヤスはお母さんの介護があるから」
「すまない」
ヤスと別れ、家に帰った。
ケイは、家でコマシの手料理をお腹いっぱい食べた。
「ごちそうさま」
後片付けを済ませた。
「ねぇちゃんお休み」
「コマシお休み」
吸い込まれるように眠る。

　次の日。コーヒーにトースト、簡単に朝食を済ます。
「ねぇーちゃんいってらっしゃい」
「コマシ、留守番お願いね」
「うん。猛獣に注意だよ」
「うふふ、大丈夫。この笛を吹けば、誰でもおとなしくなるから」
早速、薬草を取りに森へ出かけた。黒い巨体が姿を表す。
ケイに驚いた様子はない。
「おはよう熊さん」
熊は、ケイに手を振った。ケイも手を振り返す。ぺこりと会釈し去った。ケイは、森の奥へ奥へ進んだ。丸太の橋を渡り、川を横切った。
トンボの生息する湿地帯に、薬草は生えていた。
「ヤスの言っていたのは、これね」
薬草を摘み取る。レモンティーネ、ハーブの一種だった。来た道を引き返し、再び丸太の橋を渡り、川を横切った。
道中、茂みから虎が顔を出した。
「ガルルル」
どうやら怒っている。
「虎さんどうしたの？」
虎がケイに向かってくる。ケイは、胸元から笛を取り出し吹く。
虎さん静まってお願い。虎は威嚇をやめなかった。虎はケイに体当たりし、馬乗りになった。
「なぜなの……」
ケイは、虎に右肩を噛まれ。激痛がはしる。
「キャアー」
徐々に視界がぼやけていく。ヤス、コマシごめんね。虎の体に黒い巨体の腕がのび、意識を失った。

ケイが目を覚ますと、家のベッドで寝かされていた。
「あれ」
「ねぇちゃん、あれほど猛獣に注意と言ったのに、栗鼠さんが教えてくれなかったら今頃」
「違うのよ、あの虎さん。確かに、私の笛の音が聞こえてなかった」
部屋の扉が開いた。
「ケイ、無事か」
「あ、ヤス」
「面倒なことになったぞ」
「え、なに？」
「ケイを襲った虎の死体を見つけたが……」
「可哀そうに、死んでしまったのね」
「いやそうじゃないんだ」
「まだ？」
「とにかく」
「ヤスさん落ち着いて」
「虎の死体を解剖してみたが、致命傷を与えたのは、大きな胸の爪痕だ」
「そう、きっと彼が助けてくれたのね」
「それより、気になるところが、虎の鼓膜が破れていた」
「なんですって？」
「誰かに、意図的に破られていたんだ」
「嘘よ、そんな……」
「私、ノブ村長に相談してくる」
ケイは、ベッドから飛び起きる。
「ねぇちゃん、激しく動くと肩が」
「おい、ちょっと」
急いでノブ村長の家に向かった。

村長の家は、村はずれにある。ケイが家の扉をノックする。
「ノブ村長、大変です」
「入りなさい」
ケイは、家の扉を開けた。ノブ村長は、ベッドで横になっていた。
「ケイか、ゴホッゴホッ」
あれ、風邪だったかな……。
「ご気分はどうですか？」
「ゴホッゴホッ、薬草を飲んでから喉の調子は良くなったよ」
ヤスは腹痛だと……。
「ケイが取りに行ってくれたそうだねありがとう」
「いえ、大切なお話が」
「大切な話とな？」
「私を襲った虎の鼓膜が、破られていたんです」
「どうしてだろうね」
「さあ何者かが」
「それはわしだろうね」
ケイの目の前が白い布で覆われた。ノブ村長が隠していたナイフで、ケイに切りかかった。ケイは、とっさに避けた。右肩の包帯がうっすら赤く染まる。
「その笛をよこしなさい」
「嫌です」
「あのまま、虎に噛み殺されれば良かったんじゃ」
「ノブ村長、まさかあなたが仕組んだこと」
「決まっておるじゃろ。ケイの笛は魔法の笛。その力をわしのものに」
「見たのですか」
「見た」
「それでは、生かしておくことはできませんね」
ケイの表情が冷酷に変わる。どんぐりが笛にひっつき、魔法のステッキに変化した。
「わしも、ハンターと同じように殺めるつもりか」
「過剰な欲求の無い別の生き方もあるでしょう」
魔法のステッキのどんぐりが光る。
「おはよう」
ケイは呪文を唱えた。
「ウギャア」
ノブ村長は死んだ。一瞬のできごとだった。
正確には、７０年の経験が失われ。赤ん坊と化す。
「おぎゃー、おぎゃー」
「貴方は今日から、ヒデ（秀）ちゃんですよ。お家に帰りましょうね」
ヤスが追いかけてきた。
「大丈夫かケイ？」
「大丈夫よ」
「その子は？」
「ヒデちゃん」
「ノブ村長は？」
「わからないの、私がこの家に来た時にはこの子だけいて、ノブ村長はいなかったわ」
「そうか」
「捨て子か？」
「そうかもしれない。私が育てるわ」
「ケイ、君は優しいな」
「ありがと」

家に帰ると、エプロン姿のコマシが出迎えた。
「ねぇちゃんおかえり」
「ただいま」
「ノブ村長と話しできたの？」
「いなくて出来なかったわ」
「どこに行ったんだろう」
「どこに行ったのかしら……」
「ところで、ねぇちゃんその子は？」
「コマシに紹介するわ。ヒデちゃん。今日から私たちの家族よ」
「ヒデちゃんよろしくね」
「おぎゃあ」
ヒデは無垢な表情だった。



完
